
別記様式第１号－１

市町名

（単位：円）

№ 単位事業名 令和3(2021)年度令和4(2022)年度令和5(2023)年度令和6(2024)年度令和7(2025)年度 合計

329,880 360,000 360,000 360,000 1,409,880

100,000 100,000 100,000 0 300,000

うち県交付金 50,000 50,000 50,000 0 150,000

0

0
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0

0
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0

うち県交付金 0
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0
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0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0

0

うち県交付金 0

0 329,880 360,000 360,000 360,000 1,409,880

0 100,000 100,000 100,000 0 300,000

うち県交付金 0 50,000 50,000 50,000 0 150,000

総事業費

うち市町支出額

市町計

総事業費

うち市町支出額
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8

総事業費

うち市町支出額

9

総事業費

うち市町支出額

6

総事業費

うち市町支出額

7

総事業費

うち市町支出額

4

総事業費

うち市町支出額

5

総事業費

うち市町支出額

2

総事業費

うち市町支出額

3

総事業費

うち市町支出額

栃木県わがまちつながり構築事業実績書（市町総括表）
【単独　・　連携事業】

小山市

1
みらい創造キャン
プ2022

総事業費

うち市町支出額



別記様式第１号－２

各年度ごとの事業内容及び事業費の内訳 （単位：円）

令和４年度 令和５年度 令和６年度
支援期間の
事業費計

支援期間の
翌年度

○みらい創造キャンプ
2022　　・日時：4月30日
（土）～5月1日（日）
・場所：小山総合公園
・内容：
①自然体験イベント
・ヨシ灯り作り　・魚つかみ
取り　・ツリークライミング
②おやまの魅力発信
　参加者に小山の魅力に
ついてコメントをもらい主
催者側で情報発信すると
ともに、参加者からもイン
スタグラムやツイッター等
で配信してもらうよう案内
する

○みらい創造キャンプ
2023
・内容：
①自然体験イベント各種
②おやまの魅力発信
　参加者に小山の魅力に
ついてコメントをもらい主
催者側で情報発信すると
ともに、参加者からもイン
スタグラムやツイッター等
で配信してもらうよう案内
する

○みらい創造キャンプ
2024
・内容：
①自然体験イベント各種
②おやまの魅力発信
　参加者に小山の魅力に
ついてコメントをもらい主
催者側で情報発信すると
ともに、参加者からもイン
スタグラムやツイッター等
で配信してもらうよう案内
する

○みらい創造キャンプ
2025
・内容：
①自然体験イベント各種
②おやまの魅力発信
　参加者に小山の魅力に
ついてコメントをもらい主
催者側で情報発信すると
ともに、参加者からもイン
スタグラムやツイッター等
で配信してもらうよう案内
する

329,880 360,000 360,000 1,049,880 360,000

100,000 100,000 100,000 300,000 0

うち県交付金 50,000 50,000 50,000 150,000

0 0 0 0 0

うち県交付金 0 0 0 0

その他自主財源等 229,880 260,000 260,000 749,880 360,000

市町担当情報

電話
FAX
E-mail

事業に係る市町総
合戦略の目標及び

KPI

目標【基本目標2　おやまに新しい人の流れをつくる】
【成果指標】小山市ファンクラブ「小山評定ふるさと応援し隊」隊員数　R元：1,113人　→　R6：5,000人
＊第2次小山市まち・ひと・しごと創生総合戦略

・本市は、東京圏からの交通の利便性が高く、農・商・工のバランスが良く、市街地の周辺に農地や平地林の田園風景が広
がり、市の中心部を流れる思川がコウノトリが定着・繁殖したラムサール条約湿地「渡良瀬遊水地」につながる魅力ある自
然環境を有する田園環境都市である。しかし、実際こうした魅力ある地域資源に気付いていない市民も多いことから、イベ
ント等を通してその自然の魅力に触れてもらう機会の創出が必要である。

市町支出金
（ソフト事業分）

事 業 目 的

・「地域の持っている価値に気付き、それを体験し、自分で誰かに伝えたくなる」という仕組みを作るため、自然と直接触れ合
うキャンプという手法を取り入れ、ヨシ灯り作りや魚つかみ取り、ツリークライミングなどの体験イベントに参加いただくこと
で、地域に対する愛着が深まり、市の持つ魅力を市内外に発信していこうとする意識の醸成が図られることを目的とする。
・首都圏等の県外からの参加者については、これらの体験や地域の人々との交流等をとおして感じた本市の魅力をSNSで
の発信に協力していただくことで関係人口としていく。

事 業 概 要

関係人口の分類【Ⅰ-d】
令和4年度
○「みらい創造キャンプ2022」の開催
　・日時：4月30日（土）～5月1日（日）
　・場所：小山総合公園
　・内容：自然体験イベント
　①ヨシ灯り作り　②魚つかみ取り　③ツリークライミング
　　おやまの魅力発信
　　参加者に小山の魅力についてコメントをもらい主催者側で情報発信するとともに、参加者からもインスタグラムや
　　ツイッターで配信してもらうよう案内する
令和5年度以降
　・上記事業の継続並びに内容の充実を図る

商業観光課

栃木県わがまちつながり構築事業実績書（単位事業調書）
【単独事業】

当該事業に係る
地域の現状と課題

事業主体の概要

事業主体の所在

代 表 者 の 名 称

事業主体の名称

事 業 名

市町名 小山市

みらい創造キャンプ2022

（一社）小山青年会議所

理事長　山本　雄大

小山市城東1丁目6番36号　（小山商工会議所内）

・団体の目的：個人の修練、社会への奉仕、世界との友情を信条とし、社会の開発及び世界の繁栄と平和に寄与すること
・設立年月日：1969年
・構成員等：会の目的に賛同する会員をもって組織する

事業内容

連絡先
d-kankou@city.oyama.lg.jp
0285-22-9256
0285-22-9275
飯塚

市町支出金
（ハード事業分）

事業費

担当課（ｸﾞﾙｰﾌﾟ・係）名
担当者名



別記様式第１号－４

　※連携事業の場合は幹事市町名を記載すること。

R4 年度

１　収入の部

予算額
（精算額）

61,880

168,000

100,000

329,880

２　支出の部

県交付金

100,313 30,000 15,000 70,313
乾電池、電球、ネット等（体験
イベント用）、テント表示板

25,000 25,000
Facebook広告費

89,000 89,000
体験イベント（一部）

93,750 70,000 35,000 23,750
事務局用テント・机、体験イ
ベント用テント・机、音響装置
等

0 0
予備費

15,692 15,692
謝礼

3,160 3,160
発電機ガソリン代

2,965 2,965
ポスター、チラシ作成費

0

0

329,880 100,000 50,000 229,880

具体的な支出内容については、備考欄に記入してください。

連携事業のうち、次に該当する場合は、様式１号－５も提出してください。
１　市町のみで事業を実施する場合
２　複数の地域づくり団体等に支出する場合

印刷製本費

広告費

委託料

使用料及び賃借料

予備費

報償費

科目欄には、原則地方自治法施行規則第１５条別記の節（需用費、役務費は細節）の区分を用いてください。

小山市

栃木県わがまちつながり構築事業実績書（単位事業収支精算書）

市町名

単位事業名

対象年度

備考

みらい創造キャンプ2022

市町支出額
自主財源等

計

財源

科目

消耗品費

燃料費

予算額
（精算額）

科目 備考

事業費 小山青年会議所事業費

参加者負担金 参加費（＠2,000円×84サイト）

計

補助金 小山市


